
9 令和２年８月

問
　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮

す
る
市
内
事
業
者
へ

の
経
済
支
援
策
と
し
て
市

は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
を
検
討
し
て
い
る
が
、

前
回
実
施
時
の
個
人
経
営

者
の
も
と
で
の
利
用
は
17

％
に
と
ど
ま
り
、
寄
与
が

少
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
方
式
に
よ
り
、
市

民
が
利
用
先
を
指
定
し
前

払
い
購
入
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
応
援
チ
ケ
ッ
ト
を

発
行
し
て
は
ど
う
か
。

答
　

市
民
の
利
便
性
や

運
営
主
体
な
ど
の
課

題
か
ら
、
市
単
独
で
の
実

施
は
困
難
で
あ
る
。
先
行

事
例
を
研
究
し
、
方
向
性

を
見
定
め
た
い
。
検
討
中

の
商
品
券
事
業
は
、
個
人

事
業
者
に
よ
り
還
元
さ
れ

る
仕
組
み
を
工
夫
し
た
い
。

問
　

①
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
制
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

経
済
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
本
市
の
対
象
者
に
う

ま
く
生
か
さ
れ
る
か
②
事

業
者
対
象
の
災
害
対
策
緊

急
資
金
の
融
資
に
係
る
認

定
処
理
が
他
自
治
体
に
比

べ
遅
い
と
聞
く
。
状
況
は
。

答
　

①
第
１
次
補
正
分

に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
広
範
な
使

途
が
認
め
ら
れ
る
の
を
市

と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
、

今
議
会
で
支
援
に
向
け
た

補
正
予
算
を
追
加
す
る
予

定
。
対
象
者
に
は
わ
か
り

や
す
い
周
知
や
き
め
細
か

い
窓
口
対
応
に
努
め
る
②

必
要
に
応
じ
聞
き
取
り
を

行
い
、
不
備
が
あ
れ
ば
書

類
の
加
筆
や
修
正
を
求
め

な
が
ら
処
理
を
し
て
い
る
。

申
請
書
類
は
金
融
機
関
を

問
　

小
・
中
学
校
の
音

楽
の
授
業
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い

る
の
か
。
制
限
が
あ
る
中

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
十
分
な
学
習
内
容
に

な
る
よ
う
授
業
の
工
夫
を
。

答
　

合
唱
や
リ
コ
ー
ダ

ー
・
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
等
の
演
奏
は
感
染
対
策

を
講
じ
て
も
リ
ス
ク
が
高

く
、
本
市
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
年
間
指
導
計
画

の
順
序
を
入
れ
替
え
る
な

ど
し
て
、
６
月
１
日
の
学

校
再
開
後
２
週
間
は
実
施

し
て
い
な
い
。
15
日
以
降

は
一
定
の
距
離
を
保
ち
一

方
向
を
向
い
て
口
ず
さ
む

程
度
の
段
階
か
ら
学
習
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
２
週
間
を
目
安
に
段
階

的
な
緩
和
を
考
え
て
い
く
。

通
じ
提
出
さ
れ
る
の
が
大

部
分
だ
が
、
相
当
の
件
数

に
上
る
た
め
不
備
も
多
く
、

認
定
に
時
間
を
要
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

問
　

東
部
丘
陵
地
の
中

間
エ
リ
ア
は
、
今
後

対
岸
の
学
術
研
究
都
市
と

共
生
し
、
Ａ
Ｉ
産
業
な
ど

の
知
的
産
業
や
研
究
機
関

を
集
め
た
先
進
技
術
発
信

地
と
し
て
構
想
し
て
は
ど

う
か
。
市
の
考
え
は
。

答
　

整
備
計
画
で
は
土

地
利
用
の
さ
ま
ざ
ま

な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
定

め
て
い
る
が
、
具
体
的

な
も
の
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
将
来
の
諸
情
勢
、
産

業
の
動
向
等
も
勘
案
し
つ

つ
、
府
や
地
元
経
済
界
と

十
分
連
携
し
、
市
の
み
な

ら
ず
府
南
部
地
域
の
活
性

化
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

問
　

中
学
校
の
部
活
動

は
子
ど
も
た
ち
の
学

校
生
活
の
重
要
な
部
分
を

占
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対

策
で
大
会
開
催
が
困
難
と

し
て
も
、
最
終
学
年
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を

発
揮
す
る
集
大
成
の
場
が

必
要
と
思
う
が
、
状
況
は
。

答
　

全
国
大
会
へ
つ
な

が
る
最
後
の
夏
の
公

式
戦
は
、
既
に
山
城
大
会

を
含
む
全
て
の
上
位
大
会

の
中
止
が
決
定
。
今
す
べ

き
こ
と
は
部
活
動
卒
業
の

日
を
つ
く
り
気
持
ち
に
区

切
り
を
つ
け
さ
せ
て
あ
げ

る
こ
と
。
中
体
連
担
当
の

校
長
や
顧
問
教
諭
が
城
陽

だ
け
の
規
模
で
も
地
区
大

会
を
開
催
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
お
り
、
市
教
委
も

実
現
に
向
け
て
惜
し
み
な

い
支
援
を
考
え
て
い
る
。

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
初
期

症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
類
似
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
に
備
え
①
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
制

度
の
拡
大
は
②
少
な
く
と

も
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
拡
大
の
検
討
は
。

答
　

①
現
在
、
法
定
予

防
接
種
と
し
て
65
歳

以
上
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
。
任
意
接
種
で
の
対

象
拡
大
は
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
市
単
独
で

負
担
は
困
難
で
あ
り
、
国

に
要
望
を
行
う
②
過
去
に

法
定
予
防
接
種
で
あ
っ
た

が
、
後
遺
症
訴
訟
等
に
よ

り
任
意
接
種
に
変
更
さ
れ

た
経
過
が
あ
る
。
今
後
国

の
方
針
変
更
で
制
度
が
確

立
さ
れ
た
際
に
、
財
源
も

含
め
検
討
し
実
施
し
た
い
。

東
部
丘
陵
地
を
先

進
技
術
発
信
地
に

城陽絆の会　
大西　吉文

部
活
動
の
集
大
成

の
場
の
検
討
は

市民ネット城陽　
上原　　敏

イ
ン
フ
ル
予
防
接

種
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